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おわりに

ダリアは，花の大きさや花型のバラ
エティ，花色の鮮やかさから，海外か
らも注目を集め，評価も高いことから，

輸出も少しずつ始まっており，さらに
増加する可能性が高い。そのため，良
日持ち性品種の育成や日持ち向上技術
の開発は，今後のダリア生産にとって
非常に有意義である。一方で，切り花
生産の歴史は浅く，品種特性の差も大

きいことから，品種にあった栽培技術
の習得は難しい。より高品質な切り花
生産に向けては，ダリアの性質の把握
が重要となると考えられることから，
今後，試験研究を進めていきたい。

図-14 気温の違いによる発根率への影響

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

30℃/25℃ 25℃/20℃ 20℃/15℃ 30℃/25℃ 25℃/20℃ 20℃/15℃

かまくら 黒蝶

発
根
率

(%
)

図 -14　‌気温の違いによる発根率への影響
注）‌‌挿し芽は，育苗土として「メトロミックス 350」を詰めた 72穴

セルトレイに行った。試験温度に設定した人工気象室において 15
時間日長で管理し，調査は挿し芽20日後に行った。

図15 育苗土への施肥の違いによる発根への影響
（数字は育苗土における添加窒素成分量(g/)を示す）
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図 -15　‌育苗土への施肥の違いによる発根への影響
注）数字は育苗土における添加窒素成分量（g/ リットル）を示す。

表 -3　育苗土への肥料の添加による発根への影響

‌ 注）‌‌育苗土は「メトロミックス350」を用い，添加肥料としては「マイクロロングトータル280－ 40日
‌ ‌ タイプ」（12-8-10）を用いた。
‌ ‌ ‌‌挿し芽は 11月 5日に行い，トンネル被覆を行い，農電マットにより20℃加温した。日長は白熱電球
‌ ‌ を用いて 15時間日長で管理した。

図-15 育苗土への施肥の違いによる発根への影響

表-4 育苗土への肥料の添加による発根への影響

 る発根率への影響 茎長 葉長 根数 根長 根重 茎長 葉長 上位重

（cm） (cm) (本) (cm) (g) (cm) (cm) (g)

0 4.3 7.1 1.2 5 2.8 0.1 6.7 7.8 3.3

0.24 5.4 7.6 1.3 7.2 3.9 0.5 8.7 7.9 4

0.72 5.1 7.7 1.4 5.2 2.6 0.3 8.4 8.1 3.3

1.2 4.2 7.3 1.2 5.5 3.2 0.4 7.3 7.6 3.7

1.8 5.1 6.6 1.3 4.7 2.6 0.3 6.9 7.5 3.7

挿し芽14日後

新鮮重
(g)

育苗土はメトロミックス350を用い、添加肥料としてはマイクロロングトータル280-40日タイプ（12-8-
10）を用いた。
耕種概要：挿し芽は11月5日に行い、トンネル被覆を行い、農電マットにより20℃加温した。白熱灯におい
て15時間日長に調整を行った。

育苗土における
添加窒素成分量
（g/リットル）
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温暖地におけるダリアの栽培体系と
技術開発 奈良県農業水産振興課

農業革新支援専門員

仲　照史

はじめに

 1996 年をピークに切り花全体の生
産が減少する中，ダリアは例外的に生
産と需要が伸びている数少ない品目で
ある。ダリアは，中南米原産の数種が
交雑されて現在の多様な品種群が形成
されたと考えられている。しかし，庭
園用が中心であったため，安定した日
長反応性など切り花生産向けの育種
は，未だ始まったばかりである。

従来，西南暖地でのダリア生産は，
中山間冷涼地での露地夏秋切り栽培が
主作型であった。近年は，これに加え
て施設冬春切り栽培が急速に増加して
いるが，収量性や日持ち性など技術的
に未完成な部分も多く，全国的に研究
開発が進められている。そこで本稿で
は，西南暖地の栽培体系と近年の研究
成果を紹介して，今後の研究発展の一
助としたい。なお，本成果の一部は，
農水省の農食研究事業および委託プロ
研究によって得られたものである。

1. 温暖地での栽培体系

(1) 夏秋切り作型

従来の夏秋切り栽培は，中小輪系品
種での露地栽培が中心で，奈良県では
‘ 祝盃 ’，‘ 祝宝 ’，‘ 美榛 ’ など比較的水
あげの良い品種が多く生産されている。

作型は大きく分けて，露地栽培と施
設抑制栽培の 2 つがあり（図 -1），い
ずれも球根から栽培を開始する。露地
栽培には，初夏と秋季に収穫する 2 度
切り作型と，定植時期を遅らせて秋季
のみ収穫する秋切り作型がある。施設
抑制栽培は，電照で露心花を抑えなが
ら無加温で収穫延長する作型である。

い ず れ の 作 型 も， 窒 素 成 分 量 で
2.8kg・a-1 程 度 の 元 肥 を 全 層 施 用
し，畝間 150cm，条間 30cm，株間
25cm の 2 条植えで 10 ａ当たり約
3,500 球を定植する。2 度切り作型で
は 4 月上旬に，秋切り作型では 6 月
に定植する。球根からの発芽が揃った

段階で，2 ～ 3 節の展開葉を残して摘
心し，株あたり 4 ～ 5 本程度に整枝
する。

2 度切り作型では 6 月下旬～ 7 月
と 9 月中旬～ 10 月末までの 2 回，秋
切り作型では 9 ～ 10 月に収穫を行う。
夏秋切り作型での収穫適期は，冬春切
り作型と比べて堅切りで，花弁 1 ～ 2
枚が開きかけた時点である（図 -2）。

ダリアは量的短日植物であるため
10 月中旬以降，地上部の生育が停滞
し球根形成に傾く。また，降霜がある
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図 -1　夏秋切り栽培暦
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図 -2　夏秋切り作型での切り前（品種：祝盃）
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と地上部が枯死する。しかし，電照と
無加温施設を追加することによって，
12月まで収穫が可能となる。

(2) 冬春切り作型

近年，生産が増えている冬春切り作
型では，挿し芽苗が主に利用される。
挿し芽苗の定植は，球根よりも初期生
育が斉一で早く，切り花生産の効率化
が図れる。西南暖地は冬季の日照量を
確保しやすく，冬春切り作型に適した
地域であり愛知，高知，宮崎など各地
に産地形成が始まっている。これらの
地域では 8月から順次，定植して翌
春まで連続収穫を行っている。ただし，
夏季の定植は，高温による活着不良と
生育抑制が著しいため，遮光や葉水な
ど丁寧な管理が必須となる。
ここでは，奈良県での 11 月上旬定
植，1月中旬収穫開始の作型を中心に
記載するが，9月上旬まで定植を早め
ると 11 月下旬頃に，12 月まで定植
を遅らせると 3月に収穫開始となり，
1番花の収穫開始目標に応じて定植日
をずらして栽培できる（図 -3）。
定植圃場は，水はけの良い圃場を
選定し，窒素成分量で 2.3kg・ａ−1程
度の元肥を全層施用し，畝幅 140cm，
株間 30cm，条間 40cm の 2 条千鳥
植えで定植する。1番花収量を確保す
るため株間を 20cm 程度まで狭くす

る場合もあるが，その際には 2番花
以降の整枝に労力を要する。定植から
2～ 3週間後に，展開葉 2節程度で摘
心を行う。
冬春切り作型では，電照と加温が
必須となる。電照は，白熱灯等によ
る14.5時間程度の日長延長で良いが，
産地によっては暗期中断も用いられ
る。加温温度も地域で異なり，日照量
が少ない奈良県などでは 10℃を基準
にしている。一方，日照量の多い地域
では 15℃とする産地も見られる。加
温温度が高いと，到花日数が短くなっ
て収量が増えるが茎が軟弱になるた
め，地域に応じた設定が不可欠である。
収穫は，早生品種で摘心後 85 日頃
から始まる。2番花は，1番花の収穫
後 40 ～ 60 日程度で開花し，翌年 7
月上旬までに 3～ 4 番花を収穫でき
る。冬春切り作型では，栽培が長期に
わたるため，葉色を見ながら適宜，液
肥等で追肥を行うとともに，株あたり
立茎数を 4～ 7本程度に整枝する。
収穫適期は最外列舌状花がほぼ水平
になる頃で，夏秋切り作型よりも開い
た切り前とし，出荷は湿式輸送で糖と
抗菌剤による前処理を行う（図 -4）。

(2) 2 年切り栽培と夏季せん定

夏秋切り作型は 6～ 11 月までが，
冬春切り作型では 12～ 7月までが出

荷期となる。このため，端境期となる
11～ 12 月の出荷を目的に，2年切り
栽培も行われている。2年切り栽培で
は，冬春切り作型での収穫打切り後，
7月中旬までにせん定する。早生で 9
月上旬から，晩生で 10 月中旬から採
花可能となるが，夏季せん定後には高
温で株が枯死する場合も多い。耐暑性
には品種間差が大きいため（表 -1），
2年切り栽培を計画する時には，耐暑
性の強い品種選択が重要である。
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図 -4　縦型出荷箱による湿式輸送
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2. 栽培技術に関する近年
の研究成果

(1) 挿し芽増殖と親株管理

切り花生産で利用が増えている挿し
芽苗では，増殖率が高いため親株のウ
イルス対策について特に注意が必要で
ある。ウイルス等の感染がないことを
確認した茎頂培養苗を母株とし，再汚
染を防ぐ環境下で素早く増殖すること
が要点となる（図 -5）。

茎頂培養苗は一般に，低湿度や強光
に慣らすため無肥料で順化段階を経る
ことが多い。しかしダリアでは，緩効
性肥料を窒素成分で 240mg・L-1 程度
を混和したピートモス主体の市販培養
土に鉢上げし，間欠ミスト下で管理す
れば，遮光率調整だけで順化でき，順
化と発根の短縮により 2 週間程度で
鉢替えできる（仲ら 2007）。

地際から３対以上の葉が展開する
と，挿し穂の採取を開始できる。1 対
以上の葉を残すようにして，2 対以上
の展開葉を含む挿し穂を採取する。茎
頂培養苗から育成した親株は，3 ～ 4
週間隔で１年程度の連続採穂が可能
で，50 ～ 100 倍に増殖することがで
きる。親株は，ウイルス等の再汚染を
防ぐため，必ず網室内で栽培する。ま

た，挿し穂の早期発らいを抑えるため，
栽培環境は 5 時間の暗期中断と最低
気温 15℃以上とし，採穂量に応じて
適宜，追肥と採穂母枝の更新を行う。
なお，節間の詰まった挿し穂を得るた
めには，摘心直後の 1.6% ダミノジッ
ド散布処理が有効である（表 -2）。

挿し芽育苗はピート主体の市販培養
土で良く，順化時と同様，緩効性肥料
の添加で生育が優れる。セルサイズは
128 穴もしくは 72 穴のセルトレーを
用いる。発根の良好な茎頂培養苗を親
株とする限り，IBA 等の発根剤処理は
不要である。挿し穂の調製では，葉を
多く残すほど発根が優れるため，少な
くとも 1 枚以上の展開葉を残す。挿し
芽後の気温は，高温で著しく発根が悪
くなるため，15 ～ 20℃の適温とする。

(2) マルチプレックス PCR

ダリアには多くの病原性ウイルスや
ウイロイドが感染する。特に DMV（ダ
リアモザイクウイルス）と TSWV（ト
マト黄化えそウイルス，輪紋病）によ
る被害が，産地内で多く見られる（図
-6）。また近年，CSVd（キクわい化ウ
イロイド）の感染も報告されている（細
川ら 2006）。
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（浅野ら 2015）。同時検出は，各病原
に対応する 3 組のプライマーを混合し
たマルチプレックス RT-PCR 法によっ
て行う。テンプレートには抽出した
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因には，各産地の種苗入手経路や媒介
昆虫の発生期と栽培期間の違いが考
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TSWV で 11.5％，DMV で 50.7％の
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残存株率 品　　　種

100%

マジックモメント，和楽，朱宝，アリス，ベン
ヒューストン，銀嶺，迎春，黒蝶，フィダルゴブ
ラッキー，ボブカット，ベルベット，ミスヤタキ，
球宴

83% ダイヤモンドダスト，クララヒューストン

67%
アジタート，銀映，雪むかえ，ラベンダーパーフェ
クション

50%
美榛，フェアウェイパイロット，新雪，上総満月，
大正浪漫

33% 純愛の君

20% 熱唱

17% 小舟，太平洋

0% 濃紫

注)  2009年11月20日定植，2010年7月12日に1回目せん定，
　 　9月16日に生存率調査

表-1　2年切り栽培における夏季せん定後の残存
株率の品種間差
表 -1　‌‌2 年切り栽培における夏季せん定後の残

存株率の品種間差

図 -5　茎頂培養株を原種としたダリアの挿し芽繁殖系
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(3)　電照技術

ダリアは下限のある量的短日植物で
あり，12 ～ 24 時間日長の範囲でよ
り短い日長で開花が早まる。しかし，
13 時間以下の日長では，地上部の生
育が停滞し，露心花やブラインドが多
く発生する（図 -7）。このため，明期
延長などの電照が広く行われている。

電照時間について，暗期中断や 16
時間以上の長すぎる日長では，切り花
品質は同等であるが，開花節位が上昇
して到花日数が増加するため生産性
が悪くなる（角川・仲　2013）。逆に
13 時間以下の短すぎる日長では，地
上部の生育が停滞し，露心花やブライ

ンドの発生が著しく増える（表 -4）。
このため多くの品種で，14 ～ 14.5 時
間日長の明期延長で，露心花を防ぎ到
花日数を短くできる。

ただし，この日長反応性には大きな
品種間差があり，16 時間日長でも露
心花の発生する品種もあるため，冬春
切り作型では適品種の選定が極めて重
要である。奈良県では，夏秋切り作型
で育成された 181 品種を 10℃加温，
14.5 時間日長で栽培し，冬春切り作
型適応性と開花早晩性を評価して公開
している（奈良農研セ 2015）。

光源と光強度については白熱灯，電
球色蛍光灯および赤色 LED のいずれ
で も，PPFD で 0.3 μ mol・m-2・s-1

以上あれば舌状花数がほぼ一定とな
る（図 -8）ことから，75W 白熱灯で
7㎡あたり 1 灯程度を配置する（仲ら 
2011）。

(4) 花芽に対する温度の影響

ダリアでは夏秋切り作型と冬春切り
作型で，開花の早晩性が一致しないこ
とも多く，その要因として高温による
開花抑制が挙げられる。14.5 時間日
長一定条件下で温度の影響を調査した
結果（角川ら　2013）では，摘心か
ら発らいまでの花芽分化期と，発らい
から開花までの花芽発達期に分けて考
えることができる。

花芽分化期にあたる摘心から発らい

表 -2　‌‌‌‌‌‌摘心時のダミノジッド処理が採穂時の分枝長と節間長
　　　‌に及ぼす影響

図 -6　‌‌ダリアモザイクウイルス（DMV，左）と
トマト黄化えそウイルス（TSWV，右）の
葉における病徴

TSWV DMV CSVd TSWV
DMV

TSWV
CSVd

DMV
CSVd

TSWV
DMV
CSVd

非検出 合計

病徴あり 0 5（9.3) 0 0 0 12(22.3) 0 0 17(31.5)
　北海道 無病徴 0 2(3.7) 21(38.9) 0 0 6(11.1) 0 8(14.8) 37(68.5)

合計 0 7(13.0) 21(38.9) 0 0 18(33.3) 0 8(14.8) 54(100)
病徴あり 5(5.2) 20(20.8) 0 2(2.1) 1(1.0) 5(5.2) 0 0 33(34.4)

　東北 無病徴 0 12(12.5) 8(8.3) 0 0 0 0 43(44.8) 63(65.6)
合計 5(5.2) 32(33.3) 8(8.3) 2(2.1) 1(1.0) 5(5.2) 0 43(44.8) 96(100)
病徴あり 18(26.1) 0 0 0 1(1.4) 0 0 0 19(27.4)

　関西 無病徴 3(4.3) 0 0 0 0 0 0 47(68.1) 50(72.5)
合計 21(30.4) 0 0 0 1(1.4) 0 0 47(68.1) 69(100)
病徴あり 0 9(11.3) 0 0 0 0 0 0 9(11.2)

　九州 無病徴 0 21(26.3) 3(3.8) 0 0 1(1.3) 0 46(57.5) 71(88.8)
合計 0 30(37.5) 3(3.8) 0 0 1(1.3) 0 46(57.5) 80(100)

y  
ウイルス・ウイロイド検出株数 (ウイルス・ウイロイド検出率(％))を示す

z   
検出方法はマルチプレックスmicrotissue direct RT-PCR（浅野ら　2015 ) による

表-3 各地域における，トマト黄化えそウイルス（TSWV），ダリアモザイクウイルス（DMV）およびキク矮化ウイ

地域 症状

検出されたウイルス・ウイロイド

y

z

表 -3　‌‌‌‌‌‌各地域における，トマト黄化えそウイルス（TSWV），ダリアモザイクウイルス（DMV）およびキク矮化ウイロイド（CSVd）の病徴の有無
と検出状況（浅野ら‌‌2015)

節数
分枝長
(mm)

葉身長
(mm)

節間長
(mm)

1.6 3.6 90 60 17.2

無処理 3.6 118 63 25.2

採穂時調査
処理
濃度
(％)

表-2　摘心時のダミノジッド処理濃度が採穂時の親株の生育と
挿し芽苗由来の球根形成に及ぼす影響

注　2006年5月27日に親株を摘心，ダミノジット水溶剤
を茎葉散布，6月15日に採穂して調査
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仲：特集・ダリアの育種・栽培と技術開発の動向　25

までの所要日数は 18 ～ 23℃程度で
最も短くなり，それより高温でも低温
でも長くなり，開花節位も同様の温度
反応を示す（図 -9）。これに対し，花
芽発達期にあたる発らいから開花まで
の所要日数は，18℃以上でほぼ一定
で，それ以下では低いほど長くなる。
なお，推察される花芽分化適温につい
ては供試品種間でも差があり ‘ 祝盃 ’
では 18℃，‘ 黒蝶 ’，‘ 祭ばやし ’ およ
び ‘ フィダルゴ・ブラッキー ’ の 3 品
種では 23℃程度と推定された。

このように，ダリアの早晩性には日
長と温度の両方が関わっており，高温
では花芽分化が抑制される。また，平
均気温で 18℃を下回るような温度管
理は，花芽の分化と発達の両方を遅ら
せるため，到花日数が著しく長くなり
減収に繋がる危険性が示唆された。

(5) 花首伸長の制御

冬春切り作型では，春に高温が続く

と花首が伸びすぎる品種があり，品質
上で問題となる。この花首伸長の抑制
には，ダミノジッド 0.8％の散布処理
が有効と考えられる。ただ，ダリアで
は開花直前まで節間伸長が継続するた
め，適期処理が重要である。

3 ～ 4 月に ‘ 熱唱 ’ と ‘ フィダルゴ・

ブラッキー ’ を用いた実験結果（表
-5）から見ると，ダミノジッド処理に
よって，花首を含む上位節間長は無処
理区の 58 ～ 79％となり，処理時の
蕾径が 5mm 未満の時は花首より 2 節
下の第Ⅲ節間が，5 ～ 10mm の時は
花首（第Ⅰ節間）とその下の第Ⅱ節間

図 -7　‌‌冬春切り栽培における露心花の発生
‌‌‌‌‌‌‌‌‌（品種：ミスヤタキ）
‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌左：露心花，右：正常花

12時間 96 a 60 a 5.4 a 11.0 a 52 a 40 71

14.5時間 99 a 101 b 6.6 b 12.7 b 118 b 0 0

暗期中断 114 b 112 b 7.6 c 13.5 b 121 b 0 0

12時間 87 a 85 a 7.6 a 19.2 a 34 a 93 11

14.5時間 114 b 130 b 9.5 b 19.8 a 173 b 0 0

暗期中断 131 c 138 b 10.2 c 18.8 a 175 b 0 0

12時間 107 a 121 a 8.4 a 16.3 a 91 a 0 8

14.5時間 149 b 148 b 10.3 b 17.8 b 190 b 0 0

暗期中断 156 b 186 c 11.2 c 16.0 a 184 b 0 0
z
  12および14.5時間日長区の明期は6:00～18:00および5:00～19:30，暗期中断は21:00～2:00

x
  同一品種の同一列において，同一符号間にTukeyのHSD検定により5%水準で有意差なし

表-4　日長処理がダリアの到花日数と切り花品質に及ぼす影響(2009)

祭ばやし

結納

黒蝶

露心花
率(％)

節数

(日)

品種 日長処理

到花
日数 舌状

花数
ブラインド
発生率(%)

y  摘心日から最外列の舌状花が水平に展開するまでの日数

花径
(cm)

切り花
長(cm)

z

x

y

‌ 表−4　日長処理がダリアの到花日数と切り花品質に及ぼす影響 ( 角川・仲‌‌2013)

図 -8　電照の光源と光強度がダリア切り花の舌状花数に及ぼす影響（仲ら‌‌2011）
　　　　　　‌品種：純愛の君，14.5 時間日長，最低10℃管理

舌
状

花
数

PPFD( μmol・m-2・s-1 )
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が，10mm 以上の時は花首（第Ⅰ節間）
が最も伸長抑制された。

また，無処理区において節間伸長時
期をみると，花首（第Ⅰ節間）は蕾径
10mm 以上となる開花 20 日前から開
花当日までの期間に，大きく伸長す
る（図 -10）。これらのことから，蕾
径 10mm 以上のステージを目安にダ
ミノジッド処理を行うことで，ダリア
切り花の花首長の制御が可能と考えら
れる。

(6) 培養ビン内での球根誘導

ダリアでは，ウイルス等の問題が認
識され，種苗会社や各生産団体によ
る茎頂培養株の利用が進んできてい
る。ただ，培養株の維持には，継代培
養を 3 ～ 4 週間おきに続ける必要が
ある。しかし増殖を目的とせず，品種
ごとの母株を遺伝資源として維持する
場合には，こうした管理労力を削減で
きることが望ましい。そのための方法
として近年，培養系の中で球根を形成
させる方法が検討されている（辻本ら　
2015）。この球根は，暗黒低温下で 1
年程度保存でき，継代培養から球根形
成までの期間と合わせると，継代期間
を 1 年半まで延長できる（図 -11）。

培養容器内で球根を形成させるため

には，慣行の継代培養と多少異なる培
養条件が必要となる。まず，植物体の
養成にあたっては，通常 100 mL 程
度で作成される継代培養の培地よりも
多くの培地量を準備する。これは，球
根の肥大に一定の根域量が必要なため
と考えられ，培地量が少ないと球根の
形成が悪くなる（図 -12）。

また，球根を形成させるためには培
養容器内での栽培期間を 60 ～ 90 日
間程度として，十分な大きさの地上部
を生育させることが必要である。そ
の後，地上部の茎葉を 1 節だけ残し
て切り戻すことで，球根肥大が 30 ～
40 日程度で誘導される。切り戻し位
置が高いと側枝が伸び出し，球根肥大
が悪くなる。

切り戻し前後の各培養期間の環境条

件は継代培養と同様 22℃，16 時間日長
で良いが，光強度は 100 μ mol･m-2･s-1

程度と強い方が球根肥大に優れる。

3. 技術開発の展望

この 10 年間ほどで切り花ダリアは
大きく生産・消費が伸び，主要な切り
花のひとつに位置づけられた。特に，
気温と日長を制御できる冬春切り作型
の普及によって計画生産できる品目と
なってきている。しかし，未だ安定し
た生産のためには解決すべき問題は少
なくない。

栽培技術面では，平準化した収穫を
可能とするような養水分の管理方法と
仕立て方法の検討がある。筆者らは，
実験上の都合から土壌での灌水同時施

表-5　ダミノジッド処理が上位節間長、開花日および切り花品質に及ぼす影響

処理区
処理時の蕾

径区分

ダミノジッド <5mm 172 ( 61 ) 116 ( 65 ) 97 ( 54 )

5mm< 183 ( 59 ) 111 ( 56 ) 125 ( 76 )

10mm< 167 ( 54 ) 141 ( 77 ) 165 ( 100 )

177 ( 58 ) 120 ( 63 ) 132 ( 79 )

無処理 <5mm 284 179 178

5mm< 312 199 164

10mm< 308 184 166

306 192 167

z　節間長は、花首から下に向かって順に第Ⅰ、第Ⅱおよび第Ⅲ節間として測定
　　(　　　)内は，処理時の蕾径が同等の無処理区に対する比率

第Ⅰ節間長(mm)ｚ 第Ⅱ節間長(mm) 第Ⅲ節間長(mm)

ダミノジッド区 計

無処理区 　計

表 -5‌　ダミノジッド処理が上位節間長に及ぼす影響（品種：熱唱）
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が，10mm 以上の時は花首（第Ⅰ節間）
が最も伸長抑制された。

また，無処理区において節間伸長時
期をみると，花首（第Ⅰ節間）は蕾径
10mm 以上となる開花 20 日前から開
花当日までの期間に，大きく伸長す
る（図 -10）。これらのことから，蕾
径 10mm 以上のステージを目安にダ
ミノジッド処理を行うことで，ダリア
切り花の花首長の制御が可能と考えら
れる。

(6) 培養ビン内での球根誘導

ダリアでは，ウイルス等の問題が認
識され，種苗会社や各生産団体によ
る茎頂培養株の利用が進んできてい
る。ただ，培養株の維持には，継代培
養を 3 ～ 4 週間おきに続ける必要が
ある。しかし増殖を目的とせず，品種
ごとの母株を遺伝資源として維持する
場合には，こうした管理労力を削減で
きることが望ましい。そのための方法
として近年，培養系の中で球根を形成
させる方法が検討されている（辻本ら　
2015）。この球根は，暗黒低温下で 1
年程度保存でき，継代培養から球根形
成までの期間と合わせると，継代期間
を 1 年半まで延長できる（図 -11）。

培養容器内で球根を形成させるため

には，慣行の継代培養と多少異なる培
養条件が必要となる。まず，植物体の
養成にあたっては，通常 100 mL 程
度で作成される継代培養の培地よりも
多くの培地量を準備する。これは，球
根の肥大に一定の根域量が必要なため
と考えられ，培地量が少ないと球根の
形成が悪くなる（図 -12）。
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を生育させることが必要である。そ
の後，地上部の茎葉を 1 節だけ残し
て切り戻すことで，球根肥大が 30 ～
40 日程度で誘導される。切り戻し位
置が高いと側枝が伸び出し，球根肥大
が悪くなる。

切り戻し前後の各培養期間の環境条

件は継代培養と同様 22℃，16 時間日長
で良いが，光強度は 100 μ mol･m-2･s-1

程度と強い方が球根肥大に優れる。
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肥（養液土耕）を用いて，同一株から
３年以上にわたって切り花を収穫し続
けた経験がある。この過程で，養液
管理の最適化と適時に株を休ませる仕
立て管理を見出せれば，バラのような
ロックウール耕等で年間収量を飛躍的
に増やせる可能性を感じている。

また，先述のようにダリアはウイル
ス等のフリー苗の安定供給が生産安定
上で不可欠である。現在の培養および

ウイルス検定の手法は未だ改善の余地
も大きく，特に多品種を扱う上で，よ
り省力的で低コストの手法を開発する
必要がある。培養容器での球根形成に
ついても，確実な球根形成のため，各
種の植物ホルモンやガス環境などに検
討の余地が残されている。これらの技
術的課題の解決により，ダリアの更な
る生産・消費の拡大を期待したい。
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注）品種：熱唱，14.5h日長，最低10℃管理
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